
12

☎
32
４
７
８
２　

大
信
☎
46
３
９

７
５　

東
☎
34
３
１
４
６

　

市
で
は
、
水
道
の
漏
水
を
防
止

す
る
た
め
、
公
道
お
よ
び
宅
地
内

（
止
水
栓
ま
で
）
の
水
道
管
の
漏

水
調
査
を
行
い
ま
す
。
公
道
は
夜

間
に
、
宅
地
内
は
日
中
に
調
査
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
員
は
、

市
水
道
部
の
腕
章
お
よ
び
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

●
調
査
期
間　

６
月
13
日
㈮
〜
９

月
30
日
㈫

問
水
道
部
☎
27
２
５
４
１

込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
受
験
案
内
お
よ
び
申
込
用
紙
は
、

本
庁
舎
総
務
課
、
各
庁
舎
地
域
振

興
課
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
能
で
す
。

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
、
当
日

消
印
有
効
で
す
。

※
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験

の
合
格
者
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

（
日
時
お
よ
び
会
場
は
別
途
通
知

し
ま
す
）。

問
本
庁
舎
総
務
課　

内
２
３
１
６

●

日
時　

６
月
21
日
㈯
／
午
前
10

時
〜
午
後
２
時

●

定
員　

16
人　

※
先
着
順

●

参
加
料　

７
０
０
円
（
昼
食
代

込
み
）

●

申
込
期
限　

６
月
19
日
㈭
ま
で

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
商
工
会
議
所
☎
23
３
１
０
１

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、

／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
28
日
㈯
・
29
日
㈰
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
）

●

相
談
専
用
電
話　

☎
０
１
２
０

０
０
７

１
１
０

※
強
化
週
間
以
外
で
も
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

相
談
に
応
じ
ま
す
（
平
日
の
み
）。

問
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
１
２
０

０
０
７

１
１
０

　

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１

週
間
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す
。

　

今
年
は
、「
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ

ラ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

男
性
と
女
性
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

国
な
ど
で
様
々
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
ま
す
。

問
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務

課
☎
０
３
５
２
５
３
２
１
１
１

●
日
時　

▽
学
科　

6
月
４
日
㈬

／
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
実
技　

6
月
11
日
㈬
／
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分

●
会
場　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所

（
郭
内
）

問
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
22
５

４
８
７

　

南
湖
の
ア
カ
マ
ツ
を
守
る
た
め

に
、
左
図
の
区
域
で
ヘ
リ
に
よ
る

航
空
防
除
を
行
い
ま
す
。
周
辺
地

域
の
方
は
、
洗
濯
物
の
取
り
込
み

や
、
自
動
車
に
覆
い
を
か
け
る
な

ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
散
布
中
や
散
布
後
１
日

間
は
区
域
内
に
立
ち
入
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
残
効
期
間
が

あ
り
ま
す
の
で
、
山
菜
な
ど
は
８

週
間
採
取
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
11
日
㈬
／
午
前
５

時
〜
７
時　

※
天
候
に
よ
り
順
延

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
観
光
課　

内
２
２
１
２

広報白河　2014.６.１（H26） 広報白河　2014.６.１（H26）

【
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
採
用
】

《
大
学
卒
程
度　

後
期
試
験
》

●
職
種
・
採
用
予
定
人
員　

行
政

事
務　

若
干
名

●
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
（
学
歴
不
問
）。

●
第
一
次
試
験
日　

８
月
24
日
㈰

●
申
込
期
限　

7
月
４
日
㈮
〜
25

日
㈮
ま
で　

※
申
込
用
紙
は
６
月

27
日
㈮
か
ら
配
布
し
ま
す
。　

※
複
数
の
職
種
を
重
複
し
て
申
し

　

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
福
島

民
報
社
で
は
、
金
婚
式
を
迎
え
る

夫
婦
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
者
は
、
昭
和
39
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ

れ
た
夫
婦
で
す
。
表
彰
を
希
望
さ

れ
る
方
は
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課
、

各
庁
舎
地
域
振
興
課
ま
た
は
各
老

人
ク
ラ
ブ
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
昨
年
ま
で
申
し
込
み

を
さ
れ
な
か
っ
た
金
婚
夫
婦
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
申
込
期
限　

７
月
14
日
㈪
ま
で

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　

内
２
７

21 20

募
集

案
内

児
童
手
当
の
現
況
届

松
く
い
虫
航
空
防
除

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館　地域協議会（表郷・大信・東地域）・地域づくり協議会

（白河地域）の委員、60人を紹介します。任期は平成28
年３月31日までです。　　　◎会長、○副会長（50音順）

問本庁舎地域支援課　内2256

●表郷地域
○薄

う す い

井 義
よ し ひ さ

久
岡
お か だ

田 洋
よ う い ち

一
小
お の

野 智
と も よ し

好
兼
か ね だ

田 悟
さ と し

志
小
こ ば や し

林 成
し げ こ

子
小
こ む ろ

室 順
じ ゅ ん こ

子
佐
さ と う

藤 勝
か つ え

江
佐
さ と う

藤 節
せ つ こ

子
塩
し お だ

田 保
や す じ

二
鈴
す ず き

木 茂
し げ お

男
鈴
す ず き

木 　 正
ただし

橋
は し も と

本 賢
け ん い ち

一
橋
は し も と

本 武
た け じ

治
広
ひ ろ せ

瀬千
ち え こ

恵子
◎三

み よ し

好 祥
よ し お

夫

●大信地域
岡
お か べ

部美
み え こ

恵子
亀
か め も り

森 文
ふ み こ

子
○國

く に い

井 孝
た か し

士
熊
く ま く ら

倉 　 衞
まもる

佐
さ と う

藤真
ま り こ

理子
菅
す が も り

森 勝
か つ お

雄
杉
す ぎ も と

本 一
か ず ゆ き

幸
◎鈴

す ず き

木 清
き よ か ず

和
須
す と う

藤 政
ま さ こ

子
高
たかはら

原みよ子
手
て づ か

塚 善
よ し か つ

勝
永
ながやま

山美
み き こ

喜子
星
ほし

　 幸
ゆ き お

男
増
ま し こ

子 克
か つ の り

紀
渡
わ た な べ

邉 　 訓
さとし

●東地域
我
あ づ ま

妻 栄
え い い ち

一
我
あ づ ま

妻美
み ね こ

根子
我
あ づ ま

妻 道
み ち お

夫
朶
えだ

　恵
え み こ

美子
岡
お か べ

部 哲
さ と し

司
金
かなざわ

澤マサ子
斎
さ い す

須 末
す え こ

子
鈴
す ず き

木 正
ま さ ゆ き

行
○野

の ざ き

崎さわ子
藤
ふ じ た

田 恵
け い こ

子
藤
ふ じ た

田 浩
こ う じ

司
北
ほうじょう

條 雄
か ず み

三
◎本

ほ ん ぐ う

宮 　 直
ただし

矢
や た べ

田部幸
ゆ き お

男
山
や ま ぐ ち

口 泰
や す お

夫

●白河地域
浅
あさかわ

川なおみ
荒
あ ら い

井ゆう子
筧
かけひ

　 典
の り こ

子
菊
き く ち

地 利
と し ま さ

匤
◎君

き み じ ま

島 正
ま さ の ぶ

信
齋
さ い と う

藤 正
ま さ あ き

明
高
た か の

野 弘
ひ ろ ゆ き

行
秡
はらいかわ

川 徳
の り こ

子
○古

ふ る か わ

川 直
な お ぶ み

文
水
み ず ぬ ま

沼 祐
ゆ う こ

子
室
むろ

　 光
み つ こ

子
箭
や な い

内 徳
と く じ

二
矢
や な い

内 文
ぶ ん い ち

一
渡
わ た な べ

辺 　 力
ちから

渡
わ た べ

部 冬
ふ ゆ こ

子

地域協議会・地域づくり協議会委員 市
職
員
採
用
試
験

金
婚
夫
婦
の
表
彰

２
３

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
６
月
23

日
か
ら
29
日
ま
で
の
７
日
間
、
全

国
一
斉
「
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
と
し
て
、
い
じ
め
や
嫌

が
ら
せ
、
虐
待
、
体
罰
な
ど
子
ど

も
の
抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
に

は
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局

職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。　

●

日
時　

６
月
23
日
㈪
〜
29
日
㈰

白
河
ま
ち
な
か
逸
品
巡
り
ツ
ア
ー

　総務省と経済産業省では、７月１日現在で「経済センサ
ス－基礎調査」と「商業統計調査」を同時に実施します。
　６月中旬から統計調査員が事業所を訪問しますので、調
査へのご協力をお願いします。
●経済センサス－基礎調査
　すべての産業分野における事業所の基本的構造を明らか
　にするための統計調査
●商業統計調査
　卸・小売業事業所の実態を明らかにするための統計調査
問本庁舎企画政策課　内2327

経済センサス－基礎調査および商業統計調査水
道
管
の
漏
水
調
査

毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
現
況
届
の

提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
受
付
場
所
・
期
間　

本
庁
舎
こ

ど
も
課
特
設
窓
口
・
各
庁
舎
教
育

振
興
課　

６
月
2
日
㈪
〜
30
日
㈪

／
各
行
政
セ
ン
タ
ー　

６
月
２
日

㈪
〜
23
日
㈪　

※
平
日
の
み

●
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分　
　

●
持
参
す
る
も
の　

▽
現
況
届

（
６
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
）

▽
印
鑑　

▽
請
求
者
（
保
護
者
）

本
人
の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー

（
国
民
年
金
加
入
者
は
除
く
）

▽
平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
平
成
26
年
１
月

１
日
に
住
所
が
あ
っ
た
市
区
町
村

か
ら
取
得
し
た
「
平
成
26
年
度
児

童
手
当
用
所
得
証
明
書
」
▽
児
童

と
別
居
し
て
い
る
場
合
に
は
、「
別

居
監
護
申
立
書
」（
別
居
監
護
申
立

書
は
各
受
付
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

▽
児
童
の
住
所
が
他
市
区
町
村
の

場
合
に
は
、「
お
子
さ
ん
の
属
す
る

世
帯
全
員
の
住
民
票
」
※
状
況
に

応
じ
て
、
他
の
書
類
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
こ
ど
も
課　

内
２
７
３

６
／
各
庁
舎
教
育
振
興
課　

表
郷

「
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

男
女
共
同
参
画
週
間

飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教
室
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《
Ｄ
ｉ
ｏ
ｎ
・
Ｄ
ｉ
ｏ
ｎ
》

●
日
時　

6
月
15
日
㈰
／
午
後
４

時
〜
５
時

●
会
場　

え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）

●
入
場
料　

無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　

遠え
ん
ど
う藤
☎
０
９
０

１
４

９
６

７
６
１
０

●

日
時　

６
月
22
日
㈰
／
午
後
１

時
か
ら

●
会
場　

市
立
図
書
館
地
域
交
流

会
議
室
（
道
場
小
路
）

●

内
容　

▽
講
演　

認
知
症
の
予

防
・
対
応
と
地
域
連
携　

▽
講
師

群
馬
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
所

教
授　

山や
ま
ぐ
ち口
晴は

る
や
す保
氏

●

入
場
料　

無
料　

※
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

●

定
員　

２
０
０
人

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ど
り
の
ひ
ろ
ば
☎

１
８
０

２
５
５
９

●
日
時　

6
月
25
日
㈬
〜
11
月
12

日
㈬
（
毎
週
水
曜
日　

計
20
回
）

／
午
後
7
時
〜
9
時

●
会
場　

市
立
図
書
館
地
域
交
流

会
議
室
（
道
場
小
路
）

●
参
加
料　

１
、
２
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）

●
申
込
期
限　

6
月
20
日
㈮
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
22
１
１
５
９

／
白
河
手
話
サ
ー
ク
ル
「
草
原
」

渡わ
た
な
べ辺
☎
25
２
５
２
８
（
夜
間
の
み
）

35
１
３
３
５

●

日
時　

６
月
20
日
㈮
／
午
後
6

時
30
分
か
ら
８
時

●

会
場　

市
立
図
書
館
地
域
交
流

会
議
室
（
道
場
小
路
）

●

内
容　
▽
講
演
「
江
戸
か
ら
見

た
白
河
藩
」
〜
新
選
組
・
沖お

き
た田

総そ
う
じ司
を
中
心
に
〜　

▽
講
師　

堀ほ
り
ぐ
ち口
茉ま

す
み純
氏

●

入
場
料　

5
０
０
円
（
塾
生
無

料
）

問
㈶
立
教
志
塾
☎
23
１
４
２
７

●

日
時　

６
月
28
日
㈯
／
午
前
10

時　

※
雨
天
時
は
６
月
29
日
㈰
に

順
延
（
29
日
が
雨
天
の
と
き
は
中

止
と
な
り
ま
す
）

●

会
場　

関
の
森
公
園
（
旗
宿
）

●

入
場
料　

無
料

●

内
容　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

流
し
そ
う
め
ん
（
参
加
費
２
０
０

円
）、
飲
食
物
販
店
、
ほ
た
る
観

察
会　

※
イ
ベ
ン
ト
売
上
金
の
一

部
を
災
害
復
興
支
援
金
と
し
て
、

市
に
寄
付
し
ま
す
。

問
白
河
の
関
ほ
た
る
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
松ま

つ
ざ
わ沢
）
☎
０
９
０

５

い
。

●

成
果
発
表　

９
月
23
日
㈷
／
市

民
会
館　
　

●

募
集
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜
11

日
㈮

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　

内
２
３

８
４

●
日
時　

７
月
７
日
㈪
／
午
後
２

時
30
分
か
ら

●
会
場　

市
民
会
館
（
手
代
町
）

●
内
容　

市
内
中
学
校
８
校
の
代

表
に
よ
る
「
少
年
の
主
張
」、
青

少
年
健
全
育
成
功
労
者
・
優
良
団

体
等
の
表
彰
な
ど

●
入
場
料　

無
料

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
３

　

雑
草
の
繁
茂
は
、
害
虫
な
ど
の

発
生
や
不
法
投
棄
、
放
火
な
ど
の

犯
罪
行
為
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

土
地
の
所
有
者
は
定
期
的
に
雑

草
の
刈
り
取
り
を
行
う
な
ど
、
適

正
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　

内
２
１

６
４　
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小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
夏

休
み
習
い
事
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
時　

７
月
20
日
㈰
（
大
正
琴

・
和
太
鼓
・
演
劇
は
21
日
㈷
）
・

27
日
㈰
、
８
月
10
日
㈰
／
午
前
10

時
〜
正
午

●

会
場　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）、
市
民
会
館
（
手
代
町
）、
中

央
公
民
館
（
天
神
町
）、
東
公
民

館
（
東
釜
子
）

●

教
室
名
お
よ
び
定
員

　

児
童
合
唱
教
室
40
人
、
将
棋
教

室
（
初
級
・
中
級
）
各
15
人
、
囲

碁
教
室
30
人
、
絵
画
造
形
教
室
15

人
、
民
謡
教
室
20
人
、
和
楽
器
教

室
20
人
、
夏
ま
つ
り
踊
り
教
室
20

人
、
阿
波
踊
り
教
室
20
人
、
い
け

ば
な
教
室
25
人
、
大
正
琴
キ
ッ
ズ

教
室
（
東
・
白
河
）
各
20
人
、
和

太
鼓
教
室
15
人
、
川
柳
教
室
20
人
、

語
り
教
室
20
人
、
子
ど
も
演
劇
教

室
30
人
（
開
催
時
間
／
午
後
３
時

〜
５
時
）、
特
別
教
室　

白
河
関

ま
つ
り
踊
り
流
し
参
加
（
８
月
３

日
㈰
午
後
４
時
か
ら
）

※
会
場
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内

23

初
級
手
話
講
習
会

白
河
の
関
ほ
た
る
ま
つ
り

立
教
志
塾
講
演
会

認
知
症
講
演
会

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
日
本
を
表
現
す
る
歌
姫
』

市
長
の

手
控
え
帖

に
な
り
、
一
人
は
伝
説
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

現
役
で
は
石
川
さ
ゆ
り
か
。「
津
軽
海
峡
・
冬

景
色
」
で
ア
イ
ド
ル
か
ら
脱
皮
し
、「
波
止
場
し

ぐ
れ
」「
天
城
越
え
」「
風
の
盆
恋
歌
」
な
ど
の
名

曲
を
世
に
出
し
た
。
女
性
の
情
念
、
勁つ

よ

さ
、
艶つ

や

っ

ぽ
さ
を
表
現
す
る
力
は
年
を
追
う
ご
と
に
増
し

た
。
特
に
天
城
越
え
は
、
は
る
か
な
高
み
に
登
る

た
め
の
試
練
の
曲
だ
っ
た
。
若
く
し
て
、
全
て
心

の
叫
び
の
よ
う
な
難
し
い
曲
を
、
よ
く
歌
っ
た

も
の
だ
と
感
心
す
る
。「
飢
餓
海
峡
」
は
水み

な
か
み上
勉つ

と
む

の
小
説
を
歌
に
し
た
も
の
。
三
國
連
太
郎
と
左

幸
子
の
名
演
で
史
上
に
残
る
映
画
に
も
な
っ
た
。

胸
を
か
き
む
し
る
よ
う
に
こ
の
世
の
喜
び
、
哀か

な

し

さ
を
激
し
く
、
切
々
と
訴
え
る
。
映
画
の
シ
ー
ン

に
重
ね
、
聴
く
た
び
ジ
ー
ン
と
く
る
。

　

石
川
さ
ゆ
り
は
、
誰
よ
り
も
詞
を
大
事
に
す
る
。

歌
詞
を
追
い
か
け
る
の
で
は
な
く
、
手
も
と
に

引
き
寄
せ
る
。
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
深
く
解
釈

し
、
深
く
吐
き
出
す
。
日
本
語
の
美
し
さ
や
、
繊

細
さ
、
色
彩
、
臭
い
ま
で
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

言
葉
の
伝
道
師
と
い
っ
て
い
い
。

　

彼
女
の
地
方
を
見
る
目
は
温
か
い
。
豊
か
な

自
然
と
人
々
の
営
為
の
結
晶
で
あ
り
、
外
国
人
が

箱
庭
の
よ
う
、
と
賞
賛
す
る
日
本
の
風
景
を
い
つ

く
し
む
。
津
軽
、
能
登
、
越
前
、
瀬
戸
内
。
土
地

の
情
景
と
人
の
息
づ
か
い
を
三
分
間
の
世
界
に

込
め
る
。
そ
れ
だ
け
に
大
震
災
に
心
を
痛
め
た
。

歌
で
人
を
救
え
る
の
か
、
無
力
感
を
味
わ
い
な
が

ら
励
ま
し
た
。
そ
の
中
で
出
会
っ
た
の
が
、
東
松

島
の
浜は

ま
じ
ん
く

甚
句
。
地
元
で
漁
師
に
長
く
歌
わ
れ
て

き
た
民
謡
で
、
ず
し
ん
と
胸
に
響
い
た
。
し
か

し
譜
面
は
な
い
。
古
老
の
節
回
し
を
何
度
も
聞

き
、
音
符
に
落
と
し
て
み
た
。
こ
れ
を
本
人
の
前

で
歌
い
、
何
と
か
合
格
点
を
も
ら
っ
た
。
甚
句
を

も
と
に
、
浜
び
と
の
暮
ら
し
・
情
愛
を
描
く
「
浜

唄
」
と
い
う
、
味
わ
い
深
い
歌
が
で
き
た
。
石
川

　

こ
こ
数
年
、
市
民
歌
謡
祭
や
音
楽
会
に
招
か

れ
る
こ
と
が
多
い
。
皆
さ
ん
思
い
思
い
の
派
手

め
の
ド
レ
ス
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
身
を
包
み
、
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
。
教
室
や
サ
ー
ク
ル
で

鍛
え
た
自
慢
の
歌
声
を
披
露
す
る
。
誰
も
が
い

き
い
き
し
て
お
り
、
プ
ロ
級
の
人
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
頃
め
き
め
き
上
達
し
、
あ
ち
こ
ち
で
優
勝
し

て
い
る
知
人
が
い
る
。「
道
場
破
り
が
い
つ
の
間

に
か
道
場
主
に
な
っ
た
よ
う
だ
ね
」
と
言
う
と
、

本
人
も
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
る
。

　

歌
謡
曲
と
い
え
ば
美
空
ひ
ば
り
。
他
を
寄
せ

付
け
な
い
山
脈
を
築
い
た
。
一
流
の
歌
い
手
は

ひ
ば
り
に
あ
こ
が
れ
、
目
標
と
し
て
い
る
。
昭
和

と
と
も
に
世
を
去
り
は
や
25
年
。
こ
の
24
日
が

命
日
に
あ
た
る
。
圧
倒
的
な
歌
唱
力
は
神
か
ら

の
授
か
り
も
の
と
い
う
ほ
か
な
い
。
一
方
、
世
に

優
れ
た
才
能
を
早
々
に
し
ま
い
こ
ん
だ
歌
手
が

い
る
。
ち
あ
き
な
お
み
。
ひ
ば
り
に
匹
敵
す
る

の
は
こ
の
人
と
の
声
も
根
強
い
。
低
め
の
甘
く

切
な
い
声
で
、
語
る
よ
う
に
、
さ
さ
や
く
よ
う
に

歌
う
。
吐
息
交
じ
り
に
人
生
の
哀あ

い
か
ん感
・
情
感
を

描
き
、「
喝か

っ
さ
い采
」
や
「
紅
と
ん
ぼ
」
で
は
心
の
陰
影

を
見
事
に
表
現
し
た
。

　

絶
版
と
な
っ
た
「
ア
ゲ
イ
ン
」
と
い
う
歌
が
あ

る
。
大
女
優
へ
の
道
を
歩
み
、
ひ
ま
わ
り
の
よ

う
に
輝
い
て
い
た
夏
目
雅
子
の
「
時
代
屋
の
女
房
」

の
挿
入
歌
。
夕
暮
れ
時
、
ほ
ど
よ
い
疲
れ
に
ま
ど

ろ
む
耳
も
と
を
流
れ
ゆ
く
歌
声
は
、
実
に
心
地
良

い
。
美
空
ひ
ば
り
に
は
吸
い
込
ま
れ
る
。
ち
あ

き
な
お
み
に
は
た
め
息
が
出
る
。
一
人
は
伝
説

さ
ゆ
り
は
、
流
れ
行
く
人
の
世
を
、
歌
で
切
り
取

る
、
時
代
の
語
り
部
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

由
紀
さ
お
り
も
詞
を
大
事
に
す
る
。
両
手
で

包
む
よ
う
に
歌
う
。
学
生
時
代
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流

れ
る
透
明
な
声
に
聴
き
惚ほ

れ

れ
た
。「
夜
明
け
の
ス

キ
ャ
ッ
ト
」
は
、
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
に
慣
れ
た

耳
に
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
。
そ
の
後
「
手
紙
」
や

「
恋
文
」
と
い
っ
た
日
本
的
響
き
の
す
る
曲
が

ヒ
ッ
ト
し
た
。
そ
し
て
強
い
印
象
を
与
え
た
の

が
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
。
由
紀
姉
妹
の
清せ

い
ち
ょ
う澄
で
見

事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
心
を
と
ら
え
た
。
日
本
人

の
心
情
そ
の
も
の
の
童
謡
・
叙
情
歌
を
通
し
て
、

四
季
の
美
し
さ
、
郷
愁
を
表
現
す
る
。

　

「
早
春
賦
」「
お
ぼ
ろ
月
夜
」「
さ
く
ら
」「
我
は

海
の
子
」「
村
祭
」「
里
の
秋
」「
冬
の
夜
」。
生
活
に

溶
け
込
ん
で
い
た
情
景
が
、
鮮
や
か
に
浮
か
び
、

懐
か
し
さ
が
ひ
ろ
が
る
。
由
紀
は
誰
で
も
知
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
思
い
を
込
め
す
ぎ

ず
、
基
本
を
崩
さ
ず
歌
う
。
人
に
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
の
「
赤
と
ん
ぼ
」
が
あ
り
、「
ふ
る
さ
と
」
が
あ

る
。
そ
の
思
い
が
入
り
込
め
る
余
白
を
残
し
た

い
と
い
う
。
二
人
の
活
躍
で
童
謡
が
よ
み
が
え

っ
た
。
そ
れ
は
日
本
を
、
地
域
を
見
つ
め
直
す
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

衝
撃
的
な
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
少
子
化
の

進
行
に
よ
り
、
30
年
後
に
は
、
日
本
の
半
数
を

超
え
る
市
町
村
が
消
え
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
。

国
が
衰
退
す
る
ば
か
り
か
、
営
々
と
作
り
あ
げ
て

き
た
日
本
人
の
精
神
や
、
も
の
の
考
え
方
に
も
大

き
く
関
わ
っ
て
く
る
。「
日
本
」
を
育
ん
で
き
た

田
園
・
山
河
を
荒
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
社
会

の
大
転
換
を
伴
う
問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
頭
だ
け

で
は
な
く
豊
か
な
感
性
や
鋭
敏
な
感
覚
も
必
要
。

そ
れ
に
は
女
性
の
役
割
を
重
視
し
、
女
性
の
活
躍

で
き
る
条
件
を
整
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
難
局
を

切
り
拓
く
鍵
は
女
性
に
あ
る
と
思
う
。

土
地
の
適
正
管
理

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

キ
ッ
ズ
☆
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル


